
C-Medical自己分析シートの読み方

C-Medicalを職員・スタッフに実施した場合、そのデータを経営戦略や人事に

生かすことはもちろんですが、受検した当人にフィードバックし、自分自身の強
みや弱みを知り、それを今後に生かしていくように指導することが望ましいと
いえます。

本人が自分自身を知ることで、教育研修などの効果が上がることも期待でき
ます。

この自己分析シートは、適性検査を実施した本人が自分自身を正しく理解す
るために作成されたもので、診断結果を見た個人が自分の可能性を伸ばして
いくことを目的としています。

また、職員本人に渡した時に分かりやすく、また自己否定の気持ちを抱かな
いような工夫がなされています。

次ページは、受検者当人に向けた解説書です。必要であれば、印刷して自己
分析シートと一緒に渡して下さい。



自己分析シートの読み方

テクニカルスキル発揮の土台となる要素

専門技術の発揮は医療や介護場面において第一に
求められます。専門技術を有意義に活用するには
正確に業務をこなすこと、責任感があること、冷
静であることなどが必要と考えられます。ここで
はこれら性格的な強み弱みを数値化して表示して
います。起こりやすいミスを未然に防ぎ、弱点の
フォローに役立てて下さい。

ヒューマンスキル発揮の土台となる要素

医療や介護の現場は対人業務が多く、ある種の
サービス業といえます。専門職の集まりである以
上、適切な技術の提供はもちろんのこと、きめ細
やかなサービスを求められる機会も多いでしょう。
専門スキルとは別にコミュニケーション能力も重
要といえます。

働きながらかんじていること

一般的に医療や介護に関係する職場は専門性
が高く、志高く職に就く人が多いといえます。
そのため、勤務してから「思っていたイメー
ジと違う」といった一般企業によくある理由
で辞める人は少なくないようです。が、実際
には緊急事態や予想外の出来事の連続で心身
ともに疲れていることが予測されます。自分
自身が何にストレスを感じているのか、どん
なことに救われているのかをもう一度見直し、
周囲との協力体制や自分の生活を再検討して
みることも大切です。より楽しく働くための
ヒントとして下さい。
※ここの指数は100点満点で算出しています。
点数が低い箇所程ストレスが溜まっていたり、
疑問に思う点があったりすると考えられます。

後輩育成・患者指導のために

専門技術や知識は自分だけのものではなく、
患者や後輩に正しく理解させ、望ましい方向
に導くことが求められます。指導にあたって
自分に苦手意識はないか、どこに気をつけた
らいいかの指針としてください。

社会性から見た特徴

ここでは職場で必要とされる項目をさまざまな角
度からあらわしています。これらの特徴は固定的
なものではなく、努力しだいで強みを伸ばし、弱
みを補強できます。バランスのとれた社会行動を
とれるように、右のアドバイスを参考にして下さ
い。

意欲・欲求から見た特徴

職場の士気高揚、課題達成に向けての原動力や生
産性の向上、あるいは自己実現に向けてのエネル
ギーに相当する欲求の側面を測定しています。こ
こでの特徴は、本人がもともと持っている傾向で
はありますが、その時の環境や人間関係にも影響
されます。現在の自分の気持ちの方向性を確認す
るとともに、陥りやすい行動パターンについて見
直して下さい。
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